
演題 「森を育てる技術」

令和7年度森林・林業教室

香川県のヒノキの人工林面積は約１万２千
ヘクタール、ようやく住宅の柱材に利用でき
る時期を迎え、年々、山からの生産量も増え
ています。

ヒノキの人工林は、正しい間伐を繰り返す
ことで材の価値や水源涵養などの公益的な機
能を高くすることができます。

そのためにはどの木を残して、どの木を間
伐するのか、高い技術と深い経験が必要です。
今回の研修では、そのヒントを学ぶために、
県内の林業者等を対象とした技術研修会を開
催します。

主催：かがわ森林整備担い手対策協議会
香川県森林センター

講師 内田 健一氏（森と木の技術と文化研究所代表）
うちだ けんいち

◆ 日時 令和７年８月２５日（月曜日） ９：００～１６:００ （午前：座学 午後：現地実習）

◆ 場所 琴南農村環境改善センター（まんのう町琴南支所前） 仲多度郡まんのう町造田１９７４-１

◆ 参加料 無料 一般募集枠 10名（申込制） ※県内の林業関係者には別途、ご案内しています。

◆ 申し込み ① 氏名 ② 電話番号 ③ メールアドレス ④ 所属（会社名）

を明記の上、メールで香川県森林センターまでお申し込み下さい。

◆ 申込締切 ８月１２日（火曜日） 応募多数の場合は、抽選とさせていただきます。

抽選結果については、メールまたは電話でお知らせします。

お申込み・お問い合わせ先
香川県森林センター
E-mail shinrincenter@pref.kagawa.lg.jp
℡ 0877-77-2515 Fax 0877-78-3945

香川県林業現場技能者育成研修

～森林の持つ公益的な機能を最大限にする間伐とは？～

1967年神奈川県生まれ。信州大学農学部林学科卒。信州大学大学院修
士課程修了。伐採業者作業員、森林組合作業班長などを経て信州伊那谷で
林業の親方として独立。2001年岐阜県立森林文化アカデミー講師、同助
教授を経て2010年「森と木の技術と文化研究所」を設立。間伐技術の講
義や選木実習など、森づくりの専門知識を生かした講師として活躍してい
る。

第１回

高松市塩江町内のヒノキ人工林

C20-1561
テキストボックス
令和7年７月18日
森林・林業政策課
森林整備・担い手グループ
坂本（内線２８９６）
℡　０８７－８３２－３４５９




 

別紙 

 

香川県森林センター 髙尾 宛て 

ＦＡＸ：０８７７－７８－３９４５ 

メール： shinrincenter@pref.kagawa.lg.jp 

 

令和7年度 第 1回 森林・林業教室 

「森を育てる技術」～森林の持つ公益的な機能を最大限にする間伐とは～ 

参加申込書  
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